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૕ࣦମݧによるҙຯの෇༩がもたΒす歯科衛生士の自己成長感とストレスコーϐンάスΩルへのӨڹ

ʲॹݴʳ

　歯科衛生士のब業場所が、訪໰歯科診療や、ྸߴ
者ࢪઃ、පӃなどへと拡大している̍）。また、一ൠ
歯科診療所においても2�12年の歯科診療報ुにおけ
るपज़ظ口腔ػ能؅理が新ઃされ、がんをはじめと
したपज़ظおよび科学 ŋ ์ࣹઢ療法をडけるױ者の
良޷な口腔衛生状ଶの歯科衛生士によるҡ持が、ज़
後の感染や߹ซ঱༧๷の؍఺かΒ重要であることが
広くप஌されてきた２）。さΒに、ྸߴԽのਐలにと

もな͏歯科保健ҩ療χーζのมԽにより今後、重঱
Խ༧๷のためのϝインテナンスや口腔のέア、ઁ食
ᅞ下ػ能のҡ持౳のχーζがߴまり、ࡏ୐歯科ҩ療
ŋ 、（ಋへの対応がඞવతに૿Ճし３ࢦ୐療養؅理ډ
いͣれのब業ઌにおいても歯科衛生士が、ࢮにΏく
会が૿ػ者や生をશ͏しよ͏とするਓ々に関わるױ
Ճすることが༧૝される。ҩ療ैࣄ者は、その時に
できる࠷良で࠷大限のことを行͏が、それでもױ者
が๢くなったとฉくとʮ自෼たͪの行ったことは間
ҧっていなかったか、࠷良のことはできたの
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૕ࣦମݧʹよΔҙຯͷ෇༩͕΋ͨΒ͢ࣃՊӴੜ࢜ͷ
ڹͱετϨείʔϐϯάεΩϧ΁ͷӨײ੒௕ݾࣗ

ॹํ　༗̍ر・徳Ӭ　३໵̍

ʲཁ　ࢫʳ

ʦ໨తʧױ者の口腔衛生や口腔ػ能ҡ持のために、訪໰歯科診療やྸߴ者ࢪઃ、පӃなどで歯科衛
生士の介入がٻめΒれており、ࢮにΏくױ者や生をશ͏しよ͏とするਓ々に関わるػ会の
૿Ճが༧ଌされる。本研究では、૕ࣦମݧによって生じた൵୰かΒの回෮のために行͏ҙ
ຯの෇༩による自己成長感と、ద੾な໰୊解ܾスΩルをもたΒすストレスコーϐンάスΩ
ルとの関࿈性を調査し、歯科衛生士の৬຿における໰୊解ܾ能力やߠ定తߟࢥのඞ要性を
することを໨తとするŇ࡯ߟ

ʦํ法ʧ歯科衛生士会会員���໊を対৅として༣ૹによるແ໊هの自ࣜه質໰ࢴ調査を実ࢪし、13�
໊の༗効回౴を得た。各ม਺および要Ҽ間の関࿈について૬関係਺をࢉग़し、$SPOCBDI の
Ћ係਺により৴པ性係਺をଌ定した。さΒに自己成長感、ストレスコーϐンάスΩルにお
よ΅す要Ҽを໌Βかとするために、各ม਺を説໌ม਺としたステοϓϫイζ法による重回
。をおよ΅す要Ҽを໌Βかとしたڹさをࣔし、༗ҙなӨڧのڹ෼ੳにて説໌ม਺のӨؼ

ʦ結果ʧ自己成長感のશ߲໨においては、ҙຯの෇༩に関するʮग़来ࣄのもつϝοηーδ性の
Ωϟονʯが༗ҙにӨڹをおよ΅すม਺としてબ୒されたŇ さΒにストレスコーϐンάス
Ωルのʮ対ਓコミュχέーションにおけるద੾な対応ʯにおいては、自己成長感に関する

ʮਓ間関係の࠶認ࣝʯが༗ҙなӨڹをٴ΅していた。
ʦ࡯ߟʧྟױࢮ者とのద੾なコミュχέーションを௨じ、よりਓ֨తな関わりをもͪڧい感ँのؾ

持ͪをもつことで、ਏい状況を৐りӽえる能力であるストレスコーϐンάスΩルが得Βれ
ることがࣔࠦされた。歯科衛生士のྟচの場において、ױ者がどのよ͏に生きていきたい
かとい͏ࢮ生؍を理解するためのద੾なコミュχέーションは、歯科衛生士自਎の自己成
長感につながるストレス対処の手段でもあることがӐえた。

Ωʔϫʔυɿ ࣃ科Ӵ生士ɺҙຯͷ෇༩ɺࣗݾ੒௕ײɺετϨείʔϐϯάεΩϧɺ
؍生ࢮ
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か。ʯ４）とߟえることも多く、೔々のྟচの中でױ
者のࢮ生؍に޲き߹͏ࡍに様々な׉౻が࿈໖と繰り
返されているとߟえΒれる。また、ױ者とのࢮผを
Ҩ、ࡍ者を๢くしたױ、する看護師においてはݧܦ
଒とಉ様൵୰が生じ、さΒにࢮผݧܦのগない看護
師は൵୰を解ܾできͣにࡑѱ感やโવ感を抱きやす
いことがࣔࠦされている̑）。ࢮへのڪාはױ者かΒ
のಀආになり、ظ࠷の時を支えるέアを行͏ことが
できなくなるとい͏看護師に関するࢦఠもある̒）　。
　大௩̓）は、重要なਓとのࢮผ、動෺、ॅΈ׳れた
能力、健康などをࣦ͏ことを૕ࣦ、࢈ࡒ地位、ڥ؀
ମݧと定ٛし、その中でもਓ々のߟえる࠷もつΒ
かった૕ࣦମݧは、Ѫ情、ґ存対৅の૕ࣦであり̔）、
૕ࣦମݧにおいてۙ਌者とのࢮผମݧは࠷もストレ
スϑルなϥイϑイϕントである̕）とड़΂ている。
　また、大௩̓）は૕ࣦによって่յしたものに対し、

ʮ自෼なりのҙຯͮけʯをし、新たにߏ࠶成をして
いくことをʮҙຯの෇༩ʯとし、χーマイϠー1�）も、

ʮҙຯのߏ࠶成は൵୰行ҝの中৺తなϓロηスであ
るʯとしており、൵୰の໨తについて、ࢮ者のਓ生
だけでなく、ࢮผかΒの生存者のਓ生をߏ成し、そ
のҙຯをݟग़すストーリーのߏ成だとड़΂ている。
つまり、ࢮを認ࣝし、ࢮ者と生存者のଓいてきたឺ
を֬認しながΒその関係をҙຯͮけていく࡞業を࢒
された生存者の内໘で行っていることがߟえΒれる。
さΒに、૕ࣦମݧを৐りӽえるࡍにݸਓが૕ࣦମݧ
をਂࠁなものだととΒえている場߹にはʮҙຯある
ものとして位ஔͮけることʯが大きなҙຯを持つ̓）

ことかΒ、૕ࣦମݧと൵୰がਂࠁなものである΄ど、
ʮҙຯの෇༩ʯが重要な໾ׂを果たすとߟえΒれる。
　一ํ、୐11）は、૕ࣦମݧをストレスମݧとଊえス
トレスにىҼする自己成長感の生じるϝΧχζϜを
し、ストレスに対するҙຯの෇༩が自己成長感౼ݕ
にӨڹしており、また、൵୰のମݧを௨じて自Βの
௚໘する大きなۤしΈをࠀ෰することができれ͹、
Ҏ後のਓ生におけるछ々のࠔ೉にࡍしても、より成
ख़した対応がՄ能となる12）。൵୰かΒの回෮やۤし
Έのࠀ෰は、ओ؍తなҙຯの෇༩による自己の成長
といえ、ʮҙຯの෇༩ʯかΒʮ自己成長感ʯをಋく
、えΒれる。さΒに、看護৬ߟするものとࡏংが存ػ
介護৬、教員などの対ਓ援ॿ業຿にܞわることでも
たΒされる自己成長感は、཭৬ ŋ ৬者਺の཈制とٳ
αービスの質֬保にもߩ献するՄ能性があるとされ

ている13）。1BSL�$�-1�）は、ストレスによるݸਓのポ
δティϒな成長 ŋ มԽを۩ମతに೺ѲՄ能とするた
めの֓念である 43(（4USFTT�3FMBUFE�(SPXUIɿス
トレス関࿈成長）をఏএしており、ࢮผମݧ౳のߴ
いストレスݧܦがもたΒすポδティϒなӨڹに஫໨
することの重要性をڧ調している。43( 研究によ
れ͹、よりਂࠁなݧܦをした者の成長感がߴいとい
͏性質があることが໌Βかとなっており1�）、؇和έ
アにܞわる看護師は、ױ者とのࢮผをड容し、ࠀ෰
している޲܏がߴいこともࣔされており、ਓ間త ŋ
ਓ֨తな成長をݧܦしていることがઌ行研究によっ
てࣔࠦされている̑）。૕ࣦによる൵୰の大きさと、
その後のポδティϒなҙຯͮけとい͏対処が自己成
長感の大きさにも関࿈することは、े෼ߟえΒれる。
　また、ストレス対処能力であるコーϐンάは、歯
科衛生士のストレス௃ީを認஌し、どのよ͏に対処
するかが৬業ストレス༧๷およびバーンアウト（೩
えਚき঱ީ܈）๷ࢭにも関࿈するとされている1�）が、
຤ظがんױ者に関わる歯科衛生士のฉきऔり調査で
は、ױ者への感情Ҡ入やؾ持ͪの੾り替えができな
いࣄを理༝にద੾な対処をためΒ͏ྫࣄも報告され
ており1�）、λーミナルظのױ者に関わるࡍの༗効な
コーϐンάスΩル֫得の重要性もࣔࠦされている。
コーϐンάߏ成要ૉとしては自己の感情のコント
ロール、ద੾な自己ओு、対ਓコミュχέーション、
社会తαポートの所༗と活用、໰୊೺Ѳ能力などが
あり、いͣれもҩ療ैࣄ者が৬຿を਱行するにあた
り重要な要ૉである1�）。Ԏ山1�）によって、43( には
多くのストレスコーϐンάスΩルがӨڹすることが
໌Βかにされたが、その中でもಛに໰୊解ܾやߠ定
తߟࢥに関する下位ई度と 43( との関࿈がࣔされ
ている。このことかΒ自己成長感と、ストレスに対
するద੾な対処であるコーϐンάスΩルとのڧい関
࿈性が存ࡏするものとߟえΒれる。つまり、૕ࣦମ
で生じた൵୰にポδティϒなʮҙຯの෇༩ʯを行ݧ
͏ことで自己成長感へと関࿈し、得Βれた自己成長
感によってద੾なコーϐンάスΩルの֫得がظ଴で
きるとߟえΒれる。これまでの歯科衛生士における
ストレス研究では、学生実習におけるストレス൓応
のݕ౼をしたもの2�）や、歯科ҩӃۈ຿のストレスと
精神త健康を研究したもの21）など、࢈業保健の؍఺
かΒ৬業性ストレスをଊえている研究が多く、ࢮผ
ମݧによるストレスମݧとコーϐンάスΩルとの関
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૕ࣦମݧによるҙຯの෇༩がもたΒす歯科衛生士の自己成長感とストレスコーϐンάスΩルへのӨڹ

࿈にয఺を౰てた研究は΄とんどなされていない。
重要なਓとのࢮผମݧを௨して生じた൵୰に対して
歯科衛生士が行͏ҙຯの෇༩により、自己成長感が
めΒれ、被援ॿ者に対するαービスの質֬保にもߴ
。（༩することが༧૝される13د
　本研究では、ҙຯの෇༩かΒ自己成長感へのաఔ
およびద੾な໰୊解ܾスΩルをもたΒすことにܨが
るストレスコーϐンάスΩルへの関࿈性をݕ౼し、
歯科衛生士におけるࢮผݧܦをきっかけとしたࢮ生
ߟのඞ要性をߟࢥ定తߠ、のৢ成や໰୊解ܾ能力؍
。することを໨తとする࡯

ʲํ๏ʳ

̍ɽ対৅者
内の歯科衛生士会会員���໊に対し調査ථをݝ̖　
ૹ෇し、回౴のあった13�໊を対৅として調査を
行った。

２�ɽ調査ظ間ɿ平成2�年̕月̍೔かΒ̕月2�೔のظ
間に実ࢪした。

３ɽ調査デβインおよび調査ํ法
　自ࣜه質໰ࢴを用いたԣ断調査デβインにより調
査を実ࢪした。ࣄલに調査ґཔを̖ݝ歯科衛生士会
に行い、調査協力ґཔॻとともに質໰ࢴを༣ૹし、
返৴用෧౵をಉ෧した。対৅者໊฽については、̖
会ঝ認後、໊฽をआ用し、౰֘ࣄ歯科衛生士会理ݝ
૊৫ࣄ຿ہ内にて໊฽؅理をݫ重に行った上で、発
ૹ࡞業を実ࢪし、आ用した対৅者໊฽のػ関֎持ग़
は一੾行わなかった。発ૹ後は௚ͪに໊฽をࣄ຿ہ
へ返٫し、औりѻいにはे෼஫ҙした。ແ໊هによ
る自ࣜه質໰ࢴ調査への回౴後、ಉ෧のѼ໊ҹࡁ࡮
Έの返৴用෧౵にて返৴してもΒい回収した。

４ɽ調査߲໨
本ଐ性ɿ年ྸ、性ผ、歯科衛生士としてのج（�̍）

。ଶについて調査したܗ用ޏ、຿年਺、ब業ઌۈ
者に関わるස度（̍ɽຖױを਎ۙにҙࣝするࢮ（�２）

೔、２ɽ一ि間の͏ͪ਺回、３ɽ̍か月に਺回、
４ɽあまり઀しない、̑ɽ઀したことがないɿ
ෳ਺回౴ෆՄ）

ױ、Ҭ（Ո଒、਌ੰ、༑ਓ、஌ਓྖݧผମࢮ（�３）

者またはར用者）を調査した。
（４�）൵୰の大きさ（ࢮผݧܦをしたときの൵୰の

（さɿ非ৗにつΒいʙつΒくないの４݅法ڧ
աܦかΒݧผମࢮ）間ظաܦかΒのݧผମࢮ（�̑）

したظ間を年、月、೔の୯位でه入）
（̒�）ストレスに対するҙຯの෇༩に関する質໰（୐ɼ

2���）13߲໨11）

、でのストレスについてݧผମࢮもつΒかった࠷　
ମݧ౰時かΒࡏݱまでにどのよ͏なҙຯの෇༩を
行ってきたかをଌ定するई度である。
ᶃポδティϒなଆ໘へのয఺ͮけ（߲̑໨）
　ग़来ࣄをポδティϒなଆ໘でଊえているか。
ᶄग़来ࣄをݧܦした自己に対するධՁ（４߲໨）
　ग़来ࣄをݧܦした自己に対してどのఔ度のධՁを
しているか。
ᶅग़来ࣄのもつϝοηーδ性のΩϟον（４߲໨）
　ग़来ࣄのもつϝοηーδ性をどのఔ度Ωϟονし
ているか。
　Ҏ上の３Ҽ子13߲໨でߏ成されており、回౴は

ʮ非ৗにそ͏͏ࢥʯかΒʮશくそ͏ࢥわないʯの４
段֊ධՁで回౴をٻめ、得఺Խした。

（̓�）4USFTT�3FMBUFE�(SPXUI（43(ðɿストレス関
࿈成長（1BSL�$SZTUBM�-
�$PIFOð1�）のվగ൛（౦
ଜɼ2��1）1�߲໨22）

によってポδティϒにมԽ（成長）したݧܦผࢮ　
と感じている内容とそのఔ度をଌ定した。
ᶃਓ間関係の࠶認ࣝ
　ਓ間関係の大੾さを֬࠶認しているか。
ᶄ自己の成長
　自෼は成長したと感じているか。
ᶅࢮへのଶ度のมԽ
えたり࿩したりするよ͏にߟについてҎલよりࢮ　
なったかଶ度のมԽについて。
ᶆϥイϑスλイルのมԽ
　生活の様ࣜについてมԽがあったか。
ᶇ生への感ँ
　生きていることへ対する感ँについて。
　Ҏ上の̑Ҽ子1�߲໨でߏ成されており、回౴は

ʮとてもあてはまるʯかΒʮશくあてはまΒないʯ
の̑段֊ධՁで回౴をٻめ、得఺が௿い΄どࢮผମ
。いことをදすよ͏得఺Խしたߴ後の自己成長感がݧ

（̔�）ストレス ŋ コーϐンά ŋ スΩルई度 4$44　
（໦ౡɼ2���）��߲໨1�）
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　ストレスϑルな状況にద੾に対応するための学習
Մ能なॾスΩル（ٕ能）をଌ定する。
　ʮストレスࣄଶへの଱性に関するスΩルʯʮ対ਓత
スΩルʯʮܸ߈性に関するスΩルʯʮどのάルーϓに
もଐさないスΩルʯの４άルーϓ11下位ई度
ᶃϓϥスߟࢥ
　෺ࣄをϓϥスにଊえるߟえํについて。
ᶄ情動తストレス଱性
　大きな精神తショοクをडけた場߹の଱性について。
ᶅ社会తαポートの活用
　ద੾に感情をਓに఻えたりཔったりするか。
ᶆ対ਓコミュχέーションにおけるద੾な対応
　૬手のؾ持ͪをߟえ、自෼のݴ動を正しくਪଌす
ることができるか。
ᶇ自己ओு
　自己のߟえについてओுするか。
ᶈੵۃత対応
　ग़来ࣄに対してੵۃతに解ܾできるよ͏対応するか。
ᶉ༔વత対応
　෺ࣄに動ͥͣ、མͪணいて対応するか。
ᶊ໰୊のಎ࡯、೺Ѳ
え೺Ѳߟଶにૺ۰した場߹でも໰୊をࣄ࿭するࠔ　
するか。
ᶋܸ߈性の཈制
　ౖりがىこっても自෼を͏ࣦݟことなくզຫするか。
ᶌڥ؀のมԽへのਝ଎なద応
　มԽしたڥ؀にす͹やくద応できるか。
ᶍ社会తαポートの所༗
　ద੾にॿݴしてくれるཔれるਓをもっているか。
　Ҏ上の11Ҽ子��߲໨でߏ成されており、回౴は

ʮ非ৗにそ͏͏ࢥʯかΒʮશくそ͏ࢥわないʯの̓
段֊ධՁで回౴をٻめた。

̑ɽ෼ੳํ法
にܭड़౷هをྔܭ本౷ج本ଐ性や各調査߲໨のج　
よって໌Βかにした後、ج本ଐ性やʮҙຯの෇༩ई
度ʯ、ʮ自己成長感ई度ʯ、ʮストレス ŋ コーϐンά ŋ
スΩルʯそれͧれのม਺の関࿈についてスϐアマン
のॱ位૬関係਺および $ISPOCBDI の৴པ性係਺を
した。さΒに、ʮ自己成長感ʯ౼ݕग़し、関࿈性をࢉ
およびʮストレス ŋ コーϐンά ŋ スΩルʯにおよ΅
す要Ҽを໌Βかとするために、各ई度得఺について

ʮ自己成長感ʯをैଐม਺、ʮҙຯの෇༩ʯをಠ立ม

਺とするステοϓϫイζ法による重回ؼ෼ੳを行い、
ʮ自己成長感ʯの各ྖҬにӨڹを༩えるʮҙຯの෇
༩ʯに関する下位ྖҬをಛ定した。さΒに、ʮスト
レスコーϐンάスΩルʯをैଐม਺、ʮҙຯの෇༩ʯ、

ʮ自己成長感ʯをಠ立ม਺として、ステοϓϫイζ
法による重回ؼ෼ੳをಉ様に行い、༗ҙなӨڹをお
よ΅す各ई度の下位ྖҬやج本ଐ性に関する各要Ҽ
を໌Βかにした。なお、౷ܭ෼ੳには、4144�
4UBUJTUJDT（7FSTJPO�2�）౷ܭιϑトを࢖用した。

̒ɽ研究におけるྙ理త഑ྀ
　本調査によって得Βれたデーλは、ྃঝの得Βれ
た歯科衛生士かΒのΈ得Βれるものとし、Ҏ下の内
容をه載した研究対৅者用の説໌文ॻにて説໌しಉ
ҙを得るよ͏努めた。すなわͪ、ᶃ本研究への参Ճ
は自༝ҙࢤによるものであること、ᶄಉҙしない場
߹でもෆརӹなऔりѻいをडけることがないこと、
ᶅ調査結果は学会発දやҩ学ࢽࡶ上でެදされるこ
とはあるが、いかなる場߹にもݸਓや対৅ஂମをಛ
定Մ能な情報の掲載や報告は一੾行わないこと、
ᶆ調査協力ஂମへの還元は、調査ऴྃ後できるだけ
଎やかに実ࢪすること、ᶇ調査ऴྃ後のࢿྉٴび
デーλは、一࿈の調査研究報告のऴྃ後、ただͪに
シュレομー処理によりഁغすること、ᶈ研究にಉ
ҙした場߹のΈ返ૹし、その時఺で調査ओࢫにಉҙ
したものとしてऔりѻ͏ことであった。
　なお、本研究は、九州看護福祉大学çྙ理৹査委
員会のঝ認ࡁΈ（ঝ認൪߸�2�ô��3）である。（平成
2�年�月13೔෇）

ʲ݁Ռʳ

̍ɽ対৅者のج本తଐ性（ද̍）
　対৅者はશて女性であり対৅者���໊中、返৴の
あった13�໊（回収཰2����）の回౴を෼ੳに࢖用し
た。ࢮを਎ۙにҙࣝするױ者に関わるස度では、回
౴者の約൒਺がʮຖ೔ʯ、ʮ̍ि間の͏ͪ਺回ʯ、ʮ̍
か月に਺回ʯをબ୒しており、歯科衛生士が৬຿に
おいてࢮをҙࣝするױ者と઀するػ会はগなくはな
いことがࣔされた。他者とのࢮผݧܦの༗ແについ
て は、 ༗ る 者 が131໊（���2�）、 ແ い 者 が ̑ ໊

（3���）、回౴ແしが３໊（2�2�）であった。また、
つΒかったࢮผݧܦでは、Ո଒��໊（�����）、਌ੰ
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૕ࣦମݧによるҙຯの෇༩がもたΒす歯科衛生士の自己成長感とストレスコーϐンάスΩルへのӨڹ

໊̔（����）、༑ਓ໊̔（����）、஌ਓ３໊（2�2�）、
࠷でݧܦผࢮ者２໊（1���）であり、つΒかったױ
も多いのがՈ଒であるとい͏結果となった。

２�ɽ各ม਺間の૬関係਺および৴པ性係਺（ද２、
ද３）

　ҙຯの෇༩に関するʮポδティϒなଆ໘へのয఺
ͮけʯ、ʮग़来ࣄをݧܦした自己に対するධՁʯ、ʮग़
来ࣄのもつϝοηーδ性のΩϟονʯについては、
自己成長感に関するʮਓ間関係の࠶認ࣝʯ、ʮ自己の

成長ʯ、ʮࢮへのଶ度のมԽʯ、ʮϥイϑスλイルのม
Խʯ、ʮ生への感ँʯの̑つのશての߲໨で正の૬関
をࣔしており、ಛにʮ自己の成長ʯではҙຯの෇༩
の３߲໨શてにおいてߴい係਺が得Βれていた。さ
Βに、ストレスコーϐンάスΩルの下位ई度である

ʮϓϥスߟࢥʯにおいては、ҙຯの෇༩に関する
ʮポδティϒなଆ໘へのয఺ͮけʯ、ʮग़来ࣄをݧܦ
した自己に対するධՁʯ、ʮग़来ࣄのもつϝοηーδ
性のΩϟονʯの３߲໨શてがऑい正の૬関をࣔし
ており、つΒい໰୊に௚໘しても自෼なΒそれを৐
りӽえΒれるとい͏෺ࣄをϓϥスにଊえることと、
ストレスମݧをしたときかΒࡏݱまでにどのよ͏な
ҙຯの෇༩を行ってきたかとい͏ҙຯの෇༩は、ޓ
いに関࿈があるとい͏結果となった。
　また、内త੔߹性の؍఺かΒई度の৴པ性をݕ౼
するため $SPOCBDI のЋ係਺をࢉग़し、各߲໨をߏ
成するม਺の৴པ性を֬認した。その結果、ʮҙຯ
の෇༩ʯとʮ自己成長感ʯについてはߴい৴པ性を
もつことが֬認されたが、ʮストレスコーϐンάス
Ωルʯについてはඞͣしもߴい৴པ性は得Βれな
かった。

３ɽ自己成長感を໨తม਺とする重回ؼ෼ੳ（ද４）
　自己成長感に関するʮਓ間関係の࠶認ࣝʯ、ʮ自己
の成長ʯ、ʮࢮへのଶ度のมԽʯ、ʮϥイϑスλイルの
มԽʯ、およびʮ生への感ँʯの各ม਺を໨తม਺
とし、ج本ଐ性の年ྸとݧܦ年਺をڧ制投入しコン
トロールした後、ҙຯの෇༩に関するʮポδティϒ
なଆ໘へのয఺ͮけʯ、ʮग़来ࣄをݧܦした自己に対
するධՁʯ、およびʮग़来ࣄのもつϝοηーδ性の
Ωϟονʯの３߲໨を説໌ม਺とするステοϓϫイ
ζ法による重回ؼ෼ੳの結果をද４にࣔした。
　自己成長感のʮਓ間関係の࠶認ࣝʯ、ʮϥイϑスλ
イルのมԽʯ、ʮ生への感ँʯにおいては、ҙຯの෇
༩に関するʮポδティϒなଆ໘へのয఺ͮけʯが༗
ҙにӨڹをおよ΅すม਺としてબ୒された。
　また、自己成長感のʮ自己の成長ʯに対しては、
ҙຯの෇༩に関するʮग़来ࣄをݧܦした自己に対す
るධՁʯにおいて༗ҙなม਺であった。自己成長感
のશての̑つのྖҬにおいては、ҙຯの෇༩に関す
るʮग़来ࣄのもつϝοηーδ性のΩϟονʯが༗ҙ
にӨڹをおよ΅すม਺としてબ୒されていた。すな
わͪ、ग़来ࣄはਓ生や生きํについてߟえるϝο

 

表 1. 対଴঻の੦মര性岴峲峝૚尺度に関する੶஽ଁੑ (n=139) 
 

変数੡ ଁੑ୤ 

年齢 45.26(12.1ك 
ඐਜ年数 18.17(10.8ك 
౻৷஄ଙ               ਫૠの૙৩ 74(53.2ك 

ీ৺૙৩ 49(35.3ك 
౞಺঵ 12(8.6ك 

死をମ੺に意௙する患者にঢ়峹る頻度 
                             ൐঩      19(13.7ك 

1ౝ間の岰峋数回 16(11.5) 
1 岵াに数回 28(20.1) 
岬峨峴மしない 48(34.5) 
மした岽とがない 20(14.4) 

౎者との死別経験              岬峴 131(94.2) 
なし 5(3.6) 

つらかった死別経験            ੇఔ 98(70.5ك 
஡Ꮊ (5.8)ڴ 
௵人 (5.8)ڴ 
ੴ人 3(2.2) 
೩঻ 2(1.4) 

つらかった死別経験からの期間 (঩) 3998.7(3339.7) 
意味の付与 

ポジティブな側面への焦点づけ 11.0(3.4) 
出来事を経験した自己 

に対する評価 11.5(3.2) 

出来事の੅つメッセージ性 
のキャッチ 9.1(2.9) 

自己成長感 
人間関係の再認識 5.5(2.4) 

自己の成長 8.0(3.1) 
死への態度の変化 7.4(2.7) 
ライフスタイルの変化 7.8(2.8) 

生への感謝 5.9(2.7) 
ストレスコー崼ン崘ス崕嵓 

崿ラスઓઅ 11.3(3.8) 
ੲ৿的ストレスິ性 44.5(8.7) 

঺ভ的崝ポートのણ৷ 10.7(3.2) 
対人コ嵇嵍崳崙ー崟嵏ン 
に岴けるిજな対ૢ 11.2(3.0) 

自己਌୑ 12.0(3.1) 
஋ா的対ૢ 22.9(5.4) 
ᅔே的対ૢ 9.6(2.3) 

ਖ਻のྍ௄､པ඼ 9.5(2.9) 
వொ性の೪਑ 13.9(4.2) 

୭୆の変化へのဌசな対ૢ 12.3(3.4) 
঺ভ的崝ポートのਚ有 12.3(3.4) 

 ､୤: ফೡ､ඐਜফ数､意௡のહଖ､自己成長感､ストレスコーピングスキルはੑଁ پ
਴಑値(標準ု୷)を表し峇の౎は度数(%)を表している｡ 
ಳ௤値の関係に峲峴ଁੑ୤の়ੑは 100%とな峳ないৃ়が岬る岞 
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ද̍ɽର৅ऀͷجຊଐੑ͓Αͼ֤ई度ʹؔ͢Δهड़౷ܭçʢĵĄøúĀʣ

ଁ�پ ੑ୤ � 年ೡ Ҩඐਜ年数 Ҩਔ௡भહଖ Ҩঽഞਛশ૎ Ҩ५ॺঞ५
॥شআথॢ५य़ঝम Ҩ਴಑கقఏ૆ု୷كを਀しजभ౎म২
数ك%قを਀していॊ ҥಳ௤கभঢ়બपेॉଁੑ୤भ়ੑम
����となैないৃ়ऋँॊ؛
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ηーδであるとよりڧくଊえる޲܏がある΄ど、Ո
଒やपғのਓたͪへの感ँをڧく感じ、ਓ間関係の
大੾さを࠶認ࣝしており、Ҏલよりもより精神తに
೜଱ڧくなったと感じている。また、ࢮについてҎ
લよりߟえたり࿩したりするよ͏になり、ਓ生ܭ画
を立てたり新しいことにऔり૊んだりするҙཉがߴ
まることもࣔされ、生きていることや໋をଚいもの
であるとڧく感じているとい͏結果が得Βれた。

　さΒに、ʮࢮへのଶ度のมԽʯにおいては、年ྸ
との間に༗ҙࠩが認めΒれ、年ྸが上がると、ࢮへ
のଶ度のมԽがߴまるとい͏結果も֬認された。し
かし、ݧܦ年਺においては、ʮࢮへのଶ度のมԽʯ
との間に、年ྸとはٯの関係が認めΒれ、ݧܦ年਺
が૿えてもʮࢮへのଶ度のมԽʯ、すなわͪࢮにつ
いてҎલよりもߟえたり࿩したりするよ͏にはなΒ
ないとい͏޲܏も࡯؍された。

 
表 2. ૚変数間のৼ関係数岴峲峝ਦ౅性係数 

 経験 
年数 

患者と
接する頻
度 

死別経
験から
の期間 

ポ崠崮崋崾
なડએへ
のඳਡ峏
け 

লਟহを
経験した
自己に対
する௬੼ 

লਟহの
峬つ嵉崫崣
ー崠性の
崕嵋崫崩 

人間ঢ়બ
のગੳ௙ 

自己の 
成長 

死へのଙ
度の変化 

ラ崌崽ス崧
崌嵓の 
変化 

েへの 
感ප 

年齢 .702** -.165 .130 .001 -.144 -.056 .041 -.089 -.262** .017 .074 
経験年数  -.010 .122 .006 -.013 -.037 -.025 .004 -.120 .091 .073 
死をମ੺に意௙する患者にঢ়峹
る頻度 

  -.024 .168 .146 .174 .133 .173 .178* .148 .087 

つらかった死別経験からの期間    .123 -.002 .074 .124 -058 .211* -.024 .061 
意味の付与            
ポジティブな側面への焦点づけ     .601** .547** .389** .419** .212* .380** .338** 

出来事を経験した自己に 
対する評価 

     .624** .309** .496** .291** .396** .291** 

出来事のもつメッセージ性の 
キャッチ 

      .400** .492** .297** .467** .406** 

自己成長感            
人間関係の再認識        .512** .243** .443** .614** 

自己の成長         .298** .566** .484** 
死への態度の変化          .477** .346** 
ライフスタイルの変化           .703** 

生への感謝            
ਦ౅性બ数(崊嵓崽崉) - - - .819 .883 .848 .874 .920 .789 .834 .915 
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表 3. ૚変数間のৼ関係数岴峲峝ਦ౅性係数 

 プラス思
考 

情動的スト
レス耐性 

社会的サ
ポートのણ

৷ 

対人コミュニ
ケーションに
おける適切
な対応 

自己਌୑ 積極的対
応 

ᅔே的対
応 

問題の洞
察、把握 

వொ性の 
೪਑ 

環境の変
化 へ の 迅
速な適応 

社会的サ
ポートの所

有 
年齢 .137 -.079 .184* .026 .119 .082 -.060 -.040 -.109 -.070 .154 
経験年数 .118 -.026 .151 -.007 .101 .045 -.080 -.050 -.210* -.083 .077 
死をମ੺に意௙する患者にঢ়
峹る頻度 .066 .026 -.038 .059 .077 -.049 .076 .152 -.027 .185* .039 

つらかった死別経験からの期間 .069 -.083 .064 -.006 .065 -060 -.052 -.057 -.181* -.001 -.089 
意味の付与            
ポジティブな側面への 

焦点づけ .314** .197* -.008 .080 .082 .169 .038 .250** .075 .212* .089 
出来事を経験した 

自己に対する評価 .333** .123 .024 .121 .024 .056 .036 .194* .030 .212* .087 
出来事のもつメッセージ性

のキャッチ .282** .059 .093 .195* -.068 .162 .096 .206* .102 .124 .159 
自己成長感            

人間関係の再認識 .378** .007 .141 .394** -.070 .278** .206* .263** .217* .053 .166 
自己の成長 .383** .155 -.066 .266** -.026 .246** .212* .289** .195* .189* .111 

死への態度の変化 .261** .183* .132 .065 .072 .085 .076 .158 .048 .239** .101 
ライフスタイルの変化 .358** .207* .086 .213* .019 .360** .160 .378** .128 .330** .268** 

生への感謝 .425** .198* .170 .395** .121 .414** .223** .401** .181* .172* .330** 
ストレスコー崼ン崘ス崕嵓            

崿ラスઓઅ  .252** .077 .276** .324** .494** .271** .441** .161 .355** .405** 
ੲ৿的ストレスິ性   .144 .069 .334** .254** -.013 .280** .234** .347** .089 

঺ভ的崝ポートのણ৷    .335** .033 .258** .076 .149 .161 -.010 .360** 
対人コ嵇嵍崳崙ー崟嵏ンに岴け

るిજな対ૢ     .032 .481** .309** .457** .331** .133 .388** 

自己਌୑      .218* .081 .280** -.244** .271** .175* 
஋ா的対ૢ       .358** .678** .355** .285** .474** 
ᅔே的対ૢ        .399** .184* .090 .322** 

ਖ਻のྍ௄岝པ඼         .372** .497** .506** 
వொ性の೪਑          .179* .276** 

୭୆の変化へのဌசなిૢ           .233** 
ਦ౅性બ数(崊嵓崽崉) .775 .824 .545 .535 .641 .751 .476 .737 .771 .654 .712 
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૕ࣦମݧによるҙຯの෇༩がもたΒす歯科衛生士の自己成長感とストレスコーϐンάスΩルへのӨڹ

４�ɽストレス・コーϐンά・スΩルを໨తม਺とす
る重回ؼ෼ੳ（ද̑）

　ストレスコーϐンάスΩルに関する11ྖҬの各ม
਺を໨తม਺とし、ج本ଐ性の年ྸとݧܦ年਺をコ
ントロールม਺としてڧ制投入した後、ࢮをҙࣝす
るױ者と઀するස度や、࠷もつΒかったࢮผݧܦが
Ո଒をબ୒した場߹と、ױ者をબ୒した場߹、ࢮผ
間などの߲໨、およびҙຯの෇༩ظաܦかΒのݧܦ
の３ྖҬ、自己成長感の̑ྖҬを説໌ม਺とするス

テοϓϫイζ法による重回ؼ෼ੳの結果をද̑にࣔ
した。
　ʮϓϥスߟࢥʯにおいては、ҙຯの෇༩に関する

ʮग़来ࣄをݧܦした自己に対するධՁʯが༗ҙにӨ
をおよ΅すม਺としてબ୒された。つまり、ग़来ڹ
いධՁをしているߴした自己に対してよりݧܦをࣄ
えํがでߟをϓϥスにଊえるࣄにある΄ど、෺޲܏
きる޲܏にあることがࣔされた。
　また、ʮ対ਓコミュχέーションにおけるద੾な

表 4. 自己成長感の૚下位尺度を目的変数とする重回帰分析 
 

人間ঢ়બのગੳ௙ 自己の成長 死へのଙ度の変化 ラ崌崽ス崧崌嵓の変化 েへの感ප 

β t値 p値 β t値 p値 β t値 p値 β t値 p値 β t値 p値 

年齢 .137 1.102 .273 -.093 -.794 .429 -.432 -3.481 .001 -.075 -.617 .539 .110 .871 .386 

経験年数 -.140 -1.119 .265 .058 .497 .620 .219 1.766 .080# .095 .783 .435 -.078 -.617 .538 

R²(F値) -.009(0.423) .002(1.111) .083(6.630) -.011(0.322) -.013(0.211) 

意味の付与                

ポジティブな側面
への焦点づけ .270 2.787 .006       .204 2.161 .033 .233 2.372 .019 

出来事を経験した
自己に対する評

価 
   .275 2.770 .006          

出来事のもつメッ
セージ性のキャッチ .242 2.502 .014 .359 3.694 ＜.001 .349 4.343 ＜.001 .360 3.825 ＜.001 .264 2.695 .008 

R²(F値) .184(8.025) .323(15.895) .200(11.354) .232(10.377) .168(7.259) 
p値は有意な項目(p<0.05)のみ掲載しているが､0.05<p<0.1の変数には#で表している｡ 
β:標準編回帰係数､ R²: 自由度調整済決定係数 
 
  

15 
 

ද̐ɽࣗݾ੒௕ײͷ֤ԼҐई度Λ目తม਺ͱ͢Δॏճؼ分ੳ

S கमથਔなඨ৯ �S������ भाൕൗしていॊऋ Ҩ�����S����भ૗数पम�द਀していॊ ҥ
ఏ૆ౣ৚షબ数؟̣ Ҩ�5؟�ঽ૓২৹ତੋৠ定બ数

表 5. ストレスコーピングスキルの下位尺度を目的変数とする重回帰分析 
 

プラス思考 情動的ストレス耐性 対人コミュニケーションに
おける適切な対応 積極的対応 問題の洞察、把握 環境の変化への迅速

な適応 社会的サポートの所有 

β t値 p値 β t値 p値 β ｔ値 ｐ値 β ｔ値 ｐ値 β t値 p値 β t値 p値 β t値 p値 

年齢 .186 1.489 .139 -.156 -1.154 -.251 .042 .312 .756 .128 .995 .322 -.054 -.433 .666 .014 .110 .913 .159 1.230 .221 

経験年数 .011 .086 .932 .060 .448 -.655 -.051 -.377 -.707 .058 -.452 .652 -.044 -.351 .726 -.127 -.995 .322 -.017 -.128 .898 

R²(F値) .011(1.687) .000(1.000) -.012(.282) -.007(.564) -.009(.431) -.005(.663) .013(1.819) 

死を前にした患者と
接する頻度 

                .     

つらかった死別経験
(家族) 

                     

つらかった死別経験
(患者) 

                     

つらかった死別経験
からの期間 

                     

意味の付与                      

ポジティブな側面へ
の焦点づけ 

                     

出来事を経験した
自己に対する評価 

.318 3.766 ＜.001                   

出来事のもつメッセ 
ージ性のキャッチ 

                     

自己成長感                      

人間関係の再認識       .359 4.182 ＜.001             

自己の成長                      

死への態度の変化                      

ライフスタイルの変化    .273 3.133 .002    .224 2.018 .046    .409 4.951 .001    

生への感謝 .288 3.483 ＜.001       .240 2.166 .032 .443 5.447 ＜.001    .398 4.819 ＜.001 

R²(F値) .237(10.614) .068(3.986) .110(6.043) .161(6.963) .183(10.244) .157(8.699) .166(9.176) 

p値は有意な項目(p<0.05)のみ掲載しているが､0.05<p<0.1 の変数には#で表している｡ 
β:標準編回帰係数､ R²: 自由度調整済決定係数 

16 
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対応ʯにおいては、自己成長感に関するʮਓ間関係
の࠶認ࣝʯが༗ҙなӨڹをおよ΅すม਺としてબ୒
され、Ո଒やपғのਓたͪへの感ँをڧく感じ、ਓ
間関係の大੾さを࠶認ࣝしている΄ど、૬手のؾ持
ͪをߟえ、自෼のݴ動を正しくਪଌすることができ
るとい͏結果となった。
　ʮ情動తストレス଱性ʯ、ʮੵۃత対応ʯ、ʮڥ؀の
มԽへのਝ଎なద応ʯに対しては、自己成長感に関
するʮϥイϑスλイルのมԽʯが༗ҙなม਺として
બ୒された。すなわͪ、ਓ生ܭ画を立てたり、新し
いことにऔり૊んだりするҙཉがߴまる΄ど、大き
な精神తショοクをडけてもམͪࠐΈにくく、໰୊
をੵۃతに解ܾできるよ͏対応し、มԽしたڥ؀に
す͹やくద応できるとい͏޲܏も࡯؍された。
త対応ʯ、ʮ໰୊のۃʯ、ʮੵߟࢥ後に、ʮϓϥス࠷　
ಎ࡯、೺Ѳʯ、ʮ社会తαポートの所༗ʯにおいては、
自己成長感に関するʮ生への感ँʯが༗ҙにӨڹを
およ΅すม਺としてબ୒された。つまり、生へ対す
る感ँがよりڧく大きい΄ど、෺ࣄをϓϥスにߟえ
ることができ、ग़来ࣄに対してੵۃతに解ܾできる
よ͏対応し、ࠔ࿭するࣄଶにૺ۰した場߹でも໰୊
をߟえ、そしてద੾にॿݴしてくれるཔれるਓを
持っているとい͏結果がࣔされた。
　なお、ストレスコーϐンάスΩルの11ྖҬのม਺
の͏ͪ、ʮ社会తαポートの活用ʯ、ʮ自己ओுʯ、

ʮ༔વత対応ʯに対しては༗ҙにӨڹをおよ΅す説
໌ม਺はなかったため、重回ؼ෼ੳの説໌Ϟデルに
用されͣ結果දかΒはׂѪしているが、その他の࠾
説໌Ϟデルにおける重૬関係਺のมԽྔは各ステο
ϓ間で༗ҙな૿Ճをࣔしており、各Ϟデルߏஙはଥ
౰であった。

ʲ࡯ߟʳ

　本研究は、重要なਓとのࢮผମݧを௨して生じた
൵୰に対して歯科衛生士が行͏ҙຯの෇༩により、
自己成長感がߴめΒれ被援ॿ者に対するαービスの
質֬保にもد༩することが༧૝されるため、このա
ఔとద੾な໰୊解ܾスΩルをもたΒすストレスコー
ϐンάスΩルとの関࿈性を調査し、歯科衛生士の৬
຿における໰୊解ܾ能力やߠ定తߟࢥのඞ要性をߟ
成にߏすることを໨తとした。෼ੳ対৅者の年ྸ࡯
おいて2ࡀ�代で13��ˋ、3ࡀ�代では1���ˋであり、

೔本歯科衛生士会によるۈ຿実ଶ調査23）においても
性ࣅいྨߴ、代では1���ˋとࡀ�代で1���ˋ、3ࡀ�2
をもつとߟえΒれ、ࡀ��代Ҏ上のׂ߹においてもۙ
成֓念ଥ౰性ߏ、している。また、内容తଥ౰性ࣅ
においては本研究のม਺に用いた֓念の定ٛが本研
究のૢ࡞త定ٛと΄΅一கしており、࢖用実੷のे
෼஝ੵされたط存のई度を用いた。さΒに、各ม਺
において内త੔߹性を֬認するために $SPOCBDI の
Ћ係਺をࢉग़したが、ʮҙຯの෇༩ʯ、ʮ自己成長感ʯ
においては、֓ね非ৗにߴい৴པ性が֬認された。
しかし、ʮストレスコーϐンάスΩルʯについては
৴པ性係਺が௿い下位ྖҬが存ࡏしたことは、࢖用
したストレスコーϐンάスΩルに関するई度にந৅
తな質໰ઃ定をしている߲໨があることをࣔしてい
るՄ能性もあり、対৅集ஂを拡ுするࡍの一ൠԽՄ
能性を࠶度ݕ౼するඞ要性をࣔすものとߟえΒれる。
　また、ࢮを਎ۙにҙࣝするױ者に関わるස度では、
回౴者の約൒਺がʮຖ೔ʯ、ʮ̍ि間の͏ͪ਺回ʯ、

ʮ̍か月に਺回ʯをબ୒しており、歯科衛生士が৬
຿においてࢮをҙࣝするױ者と઀するػ会はগなく
はないことがࣔされた。ϗスϐスප౩においても口
腔έアをر๬するױ者やՈ଒が多く、χーζがߴい
2�
 ことかΒ、歯科衛生士の介入はױ者の 20- の
す͏えで重ࢦいέアを໨ߴ上に༗ӹであり、質の޲
要なଆ໘を୲っていた。一ํ、ླ໦Β2�）は歯科衛生
士を対৅とした৬業ストレス研究において、৺理త
なࣄ࢓の質తෛ୲、対ਓ関係などのストレスに対し
てߠ定తな解ऍをすることがస৬、཭৬の回਺のগ
なさと関࿈し、精神త健康にӨڹがあることをࢦఠ
している。歯科衛生士に、ࢮをҙࣝするױ者との関
わりがٻめΒれている中、ױ者のࢮをݧܦしたࡍに
生じる৺理తෛ୲などのストレス対処をすることは、
స৬、཭৬を回ආするためにも༗用であることがӐ
われる。

̍ɽ૕ࣦମݧによる൵୰とҙຯの෇༩
　本研究の૕ࣦମݧによって生じる൵୰に関する調
査߲໨で、࠷もつΒかったࢮผݧܦはʮՈ଒ʯであ
り、ʮױ者ʯと回౴した者はશମのわͣか1��� で
あった。大௩̔）も、重要なਓとのࢮผ、動෺、ॅΈ
能力、健康などをࣦ͏こと、࢈ࡒ地位、ڥれた؀׳
を૕ࣦମݧと定ٛし、精神෼ੳ学においても大੾な
ものをࣦ͏ମݧをʮ対৅૕ࣦʯとশしておりۙ਌ࢮ
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૕ࣦମݧによるҙຯの෇༩がもたΒす歯科衛生士の自己成長感とストレスコーϐンάスΩルへのӨڹ

やࣦ࿀、ॅΈ׳れたڥ؀や地位、さΒには自෼のތ
りや理૝、所༗෺などをڍげている2�）。その中でも
ۙ਌者とのࢮผମݧが࠷もストレスϑルなϥイϑイ
ϕントであり̕）、Ո଒とのࢮผݧܦがਓ々の࠷もつ
Βい૕ࣦମݧである2�）ことは今回の結果によっても
ࣔされた。
　୐11）はストレスମྖݧҬを、පؾやނࣄやࢮ、Ո
ఉ内の૪いごと、ਓ間関係上のことなどのྖҬに෼
ྨしҙຯの෇༩にண໨しているが、本研究ではその
中でも࠷もつΒかったࢮผମݧについて調査した。
間と、自己成長感ظաܦかΒのݧผମࢮもつΒい࠷
の得఺に関して、༗ҙな஋は得Βれなかったため、
その時間のܦաがポδティϒなม容、つまり自己に
対する成長を਱げるわけではないとい͏఺では୐11）

とಉじ結果がࣔされた。しかし、࠷もҹ৅に࢒って
いるडけ持ͪױ者とのࢮผ時ظについて、൵୰の解
ܾにおいては時間がӨڹしており、̍年Ҏ内のࢮผ
は̒年Ҏ上લのࢮผよりも൵୰の解ܾがなされにく
いとい͏看護師を対৅とした報告もなされている13）。
લड़したとおり、൵୰における回෮աఔのߏ࠶成が
ҙຯの෇༩であり、自己成長感へつながるとい͏ϝ
ΧχζϜをࣔしている。つまり、ࢮผをݧܦしてか
Βのܦաした時間ではなく、ܦաしていく間に行っ
た自෼なりのߠ定తなҙຯͮけこそが、൵୰を回෮
さͤているՄ能性があるとߟえΒれる。

２ɽ自己成長感に関࿈する要Ҽ
　自己成長感のʮਓ間関係の࠶認ࣝʯ、ʮϥイϑスλ
イルのมԽʯ、ʮ生への感ँʯにおいては、ҙຯの෇
༩に関するʮポδティϒなଆ໘へのয఺ͮけʯが༗
ҙにӨڹをおよ΅すม਺としてબ୒された。つまり、
ग़来ࣄをポδティϒなଆ໘でଊえる޲܏がڧくある
΄ど、Ո଒やपғのਓたͪへの感ँをڧく感じ、ਓ
間関係の大੾さを࠶認ࣝしており、ਓ生ܭ画を立て
たり新しいことにऔり૊んだりするҙཉがߴまるこ
ともࣔされ、生きていることや໋をଚいものである
とڧく感じていることが࡯؍された。౻Ҫ2�）は精神
త௧ΈによりՁ஋؍が่յしたࡍ、生きるҙຯをݟ
ग़すためには、ݧܦをいいػ会だったとଊえ、Ձ஋
のߏ࠶成やՁ஋؍のస׵がඞ要になるとड़΂ている。
すなわͪ、ਓ間関係における࠶認ࣝにおいて、Ձ஋
のߏ࠶成である自෼と他者との関係性や、自෼自਎
についての理解をし、ਓ生のҙຯや໨త、生きるこ

とにࠜڌを༩えていくこと、またϥイϑスλイルに
おいてはਓ生ܭ画を立てたり新しいことにऔり૊ん
だりするとい͏มԽとい͏Ձ஋؍のస׵で、精神త
௧Έを৐りӽえていくとߟえΒれる。Կか得るもの
があったとポδティϒなଆ໘へのয఺ͮけでՁ஋を
成していくことで、自෼が生きていることをվߏ࠶
めて大੾に͏ࢥよ͏になり、生への感ँが生まれ生
きるҙຯをݟग़していくことにつながるとߟえる。
　自己成長感のʮ自己の成長ʯについて、ҙຯの෇
༩に関するʮग़来ࣄをݧܦした自己に対するධՁʯ
が༗ҙなม਺となっていたことかΒ、ग़来ࣄをݧܦ
した自己に対してよりߴいධՁをしている޲܏にあ
る΄ど、Ҏલよりもより精神తに೜଱ڧくなったと
感じていることがࣔされた。ࢮผݧܦのつΒさによ
る成長感ई度得఺のࠩのݕ定をした౦ଜΒ22）の研究
では、൵୰のڧいࢮผݧܦをしたਓのํ΄ど、൵୰
かΒの回෮ϓロηスを౿Έ、༗ҙに成長感がߴいと
い͏ことがࣔされている。つまり、ग़来ࣄをݧܦし
た自己に対するධՁをߴめることがʮՁ஋ある自
෼ʯをߏ成し、そのߟࢥがࢮผによる൵୰かΒ自己
を成長さͤるとい͏ػ能を持つものとߟえΒれる。
　さΒに、自己成長感の̑つのす΂ての߲໨におい
ては、ҙຯの෇༩に関するʮग़来ࣄのもつϝοηー
δ性のΩϟονʯにおいて༗ҙࠩがあることがࣔさ
れた。本研究で用いた自己成長感ई度は、1BSL
Β1�）による 4USFTT�3FMBUFE�(SPXUI（43(）のվగ
൛であるが、1BSL Βは、43( を、ストレスによる
ਓとしてのポδティϒな成長、มԽを۩ମతに೺Ѳ
Մ能とするための֓念としており、ストレスのڧい
ग़来ࣄがポδティϒな結果をもたΒすことに஫໨し
ている。また、୐11）は、૕ࣦମݧをストレスମݧと
ଊえ、ストレスにىҼする自己成長感の生じるϝΧ
χζϜには、Կか自෼へのϝοηーδがあったので
はないかとৼり返ることが、自己成長感につながる
とい͏աఔの存ࡏにٴݴしている。ストレスମݧが、
いいػ会だったと͏ࢥことや、Կか自෼へのϝο
ηーδがあったのではないかとৼり返ることは൵୰
の生じるよ͏なストレスのڧいωΨティϒなग़来ࣄ
を内໘で自෼にとってポδティϒなମݧであったと
ม׵していくことである。そのग़来ࣄを自෼自਎の
ためにあったのだと解ऍし、ਓ生のओ໾を自෼にஔ
くことで自己成長感をಋきग़していることがߟえΒ
れる。

p24-37 ronbun-3.indd   32 2022/03/07   13:13:51



─33─

九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

　自己成長感のʮࢮへのଶ度のมԽʯにおいては、
年ྸとの間に༗ҙࠩが認めΒれ、年ྸが上がると、
。まるとい͏結果も֬認されたߴへのଶ度のมԽがࢮ
しかし、ݧܦ年਺においては、ʮࢮへのଶ度のมԽʯ
との間においてݧܦ年਺が૿えてもʮࢮへのଶ度の
มԽʯ、すなわͪࢮについてҎલよりもߟえたり࿩
したりするよ͏にはなΒないとい͏޲܏も࡯؍され
た。他の߲໨のʮਓ間関係の࠶認ࣝʯ、ʮ自己の成
長ʯ、ʮϥイϑスλイルのมԽʯ、ʮ生への感ँʯに関
しては、年ྸは༗ҙなม਺とはなΒなかったため、
年ྸではなく対৅者が生きてきたશてのਓ生におい
ての歯科衛生士としてのݧܦがӨڹしているとߟえ
Βれる。ࢮについてҎલよりߟえたり࿩したりする
よ͏になるなどのʮࢮへのଶ度のมԽʯについては、
他者のࢮを自己へ内ࡏԽすることによってߠ定తな
成されるとされており2�）、さΒにܗへのଶ度がࢮ
λーミナルέアによる看औりをݧܦする看護師の年
ྸが、ࢮのଶ度であるࢮ生؍に関༩しており、年ྸ
が上がるとࢮに対するڪාやෆ҆がܰݮするとい͏
結果かΒ3�）、年ྸを重ねるとࢮผをݧܦするػ会も
多くなり、ࢮへのଶ度のมԽにӨڹがࣔされたとߟ
えΒれる。他者のࢮをただද໘తにݧܦすることだ
けがӨڹするのではなく、他者のࢮを௨して自෼に
ஔき׵えたり、ڞ感、理解、ࡧࢥなどのࢮにਓ֨త
な関わりについてߟえたりすることがӨڹしている
とߟえΒれ、ࢮへのଶ度のมԽにӨڹをおよ΅すも
のとߟえΒれる。

３ɽストレス・コーϐンά・スΩルに関࿈する要Ҽ
　ʮϓϥスߟࢥʯにおいては、ҙຯの෇༩に関する

ʮग़来ࣄをݧܦした自己に対するධՁʯが༗ҙにӨ
した自己に対してݧܦをࣄしており、ग़来΅ٴをڹ
よりߴいධՁをしている޲܏にある΄ど、෺ࣄをϓ
ϥスにଊえるߟえํができる޲܏にあることがࣔさ
れた。ߠ定తな解ऍのগなさが、歯科衛生士のస৬、
཭৬につながるなどあΒΏるଆ໘のストレス൓応を
をࣄしたग़来ݧܦ、（�めることがࣔࠦされており2ߴ
自෼に対するߴいධՁとしߠ定తにධՁすることが
ストレスを؇和さͤるとい͏ϓϥスߟࢥにӨڹをٴ
΅していることがࣔされ、ストレスをݧܦすること
はඞͣしも൱定తなӨڹをおよ΅さͣ、むしΖ৬຿
を਱行するにあたりϓϥスの効果もظ଴できるՄ能
性がある。

　また、ʮ対ਓコミュχέーションにおけるద੾な
対応ʯにおいては、自己成長感に関するʮਓ間関係
の࠶認ࣝʯが༗ҙなӨڹをٴ΅している。Ո଒やप
ғのਓたͪへの感ँをڧく感じ、ਓ間関係の大੾さ
を࠶認ࣝしている΄ど、૬手のؾ持ͪをߟえ、自෼
のݴ動を正しくਪଌすることができるとい͏結果で
あった。Ճ౻2�）は、ਓ生と生໋に対してࢮがもつҙ
ຯをߠ定తにߟえ、ਓ֨తな関わりの大੾さをߴく
認めている΄ど、ױ者へのڞ感、理解、ࡧࢥなどの
ద੾な対応がܗ成されるとड़΂ており、本研究結果
の֎෦ଥ౰性をࣔしていた。歯科衛生士のྟচの場
において、ױ者とのద੾なコミュχέーションを௨
じ、これかΒの時間をどのよ͏に生きていきたいか
理解をしよ͏とすることがਂいਓ間関係となり、ױ
者のためにߟえるとい͏աఔでストレスコーϐンά
スΩルが得Βれることをҙຯしているとߟえる。
　ʮ情動తストレス଱性ʯ、ʮੵۃత対応ʯ、ʮڥ؀の
มԽへのਝ଎なద応ʯでは、自己成長感に関する

ʮϥイϑスλイルのมԽʯにおいて༗ҙなม਺とし
てબ୒された。すなわͪ、ਓ生ܭ画を立てたり、新
しいことにऔり૊んだりするҙཉがߴまる΄ど、大
きな精神తショοクをडけてもམͪࠐΈにくく、໰
୊をੵۃతに解ܾできるよ͏対応し、มԽしたڥ؀
にす͹やくద応できるとい͏޲܏もӐわれた。ʮ自
෼Βしく生きるʯことを論じた竹内31）は、ෆ本ҙな
ܾ定を後になってडけ入れるとき、われわれはその
બ୒を࠷ળのものと位ஔͮけるよ͏な๬ましさのং
ྻを新たに࠾用しているとしている。すなわͪ、自
෼の༧ͤظ͵ग़来ࣄがىこっても、そのڥ؀にす͹
やくద応できることが自෼Βしいਓ生をૹるための
手段となることをड़΂ている。歯科衛生士のྟচに
おける༧ͤظ͵ෆ本ҙなग़来ࣄに対しても、࣍のױ
者や৬຿へと生かそ͏とߟえるҙཉが、໰୊をੵۃ
తに解ܾすることにつながるとߟえΒれる。つまり、
者のਓ生にױて重要な一ਓのܦをݧܦผࢮ者とのױ
歯科衛生士としてਚくすことができたとい͏ࢥいが、
これかΒの໰୊をੵۃతに解ܾしていくことにつな
がることがࣔされているとݴえる。
త対応ʯ、ʮ໰୊のۃʯ、ʮੵߟࢥ後に、ʮϓϥス࠷　
ಎ࡯ʯ、ʮ೺Ѳ、社会తαポートの所༗ʯにおいては、
自己成長感に関するʮ生への感ँʯが༗ҙにӨڹを
およ΅すม਺としてબ୒された。つまり、生へ対す
る感ँがよりڧく大きい΄ど、෺ࣄをϓϥスにߟえ
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ることができ、ग़来ࣄに対してੵۃతに解ܾできる
よ͏対応し、ࠔ࿭するࣄଶにૺ۰した場߹でも໰୊
をߟえ、そしてద੾にॿݴしてくれるཔれるਓを
持っているとい͏結果がࣔされた。౦ଜΒ22）の研究
では、つΒいࢮผをݧܦした場߹、成長感ई度を
とに関࿈があߟࢥత؍った෼ੳで生への感ँとָ࢖
るとい͏結果を得ており、つΒいࢮผをݧܦした場
߹でも、自෼が生きていることをվめて大੾に͏ࢥ
ことや、いのͪの大੾さを学Ϳこと、いのͪの重Έ
をよりڧく感じることなどの、生への感ँが生まれ
ることが、つΒい໰୊に௚໘しても৐りӽえΒれ、
大きなۤ࿑はඞͣক来のංやしになる、とい͏より
のҙٛがࣔされている。ストレスにߟࢥいϓϥスڧ
対してݱ況をਓにฉいてもΒったり、໰୊解ܾのた
めの協力をਓにґཔしたりするとい͏ストレスの対
処ύλーンは、ਓ生に対する感ँなどの৺理త成長
と関࿈があり2�）、歯科衛生士の৬຿におけるਓతα
ポートの重要性をࣔࠦしている。
を理解できͣにい؍生ࢮ者のױ、しࢹをλϒーࢮ　
るとߠ定తߟࢥや໰୊解ܾの能力をࣦい、৬業スト
レスや೩えਚき঱ީ܈へも関࿈することがࣔࠦされ
ており1�）、ࢮ生؍のߏஙをすることはストレスコー
ϐンάに௚結するՄ能性もҙຯしている。ࢮ生؍の
、ஙはҩ学のྖҬだけで対応できる໰୊ではなくߏ
ਓ文科学や社会学も協力しશਓతな対応をすること
がඞ要32）であり、歯科衛生士のࢮへのෆ҆やڪාを
きなҙຯͮけと自己޲するための自෼なりのલݮܰ
の成長を得Βれるよ͏なߟࢥաఔのߏஙは、ਓ生を
生ききΖ͏とするױ者のいのͪを支える口腔保健活
動ਪਐにඞਢであり、歯科衛生士自਎のストレス
コーϐンάスΩル֫得にد༩することは論を଴たな
い。ऴ຤ظҩ療への関わりの༗ແに関係なく、ױ者
かΒの਎ମత、精神తχーζに広く応えるためのྟ
চの場において、ױ者がどのよ͏に生きていきたい
かとい͏ࢮ生؍を理解するためのద੾なコミュχ
έーションは、歯科衛生士自਎の自己成長感につな
がるストレス対処の手段でもあることがӐえた。

ຊ研究ͷݶքͱޙࠓͷ՝題
　歯科衛生士会会員を対৅としたことは、調査झࢫ
および研究デβインかΒߟえてଥ౰であるとߟえΒ
れるが、ストレスコーϐンάଌ定ई度で質໰߲໨が
やや多かったことやࢮผମݧを質໰ࢴ調査によって

デーλ収集したために、αンϓルαイζを૿やすこ
とができͣ結果としてݕ定力௿下をもたΒしたՄ能
性がある。また、本研究で࠾用したҙຯの෇༩や自
己成長感、ストレスコーϐンάスΩルはઌ行研究に
ଇって߲໨を࢖用し、内容ଥ౰性を中৺にݕ౼した
上で౷ܭత෼ੳを行ったが、ઌ行研究౳で࢖用され
ているྨࣅの֓念をଌ定するई度とのج準関࿈ଥ౰
性やߏ成֓念ଥ౰性については、΄とんどݕ౼でき
ていない。また、自ࣜه質໰ࢴによるԣ断研究を調
査デβインに࠾用したため、要Ҽ間のৄࡉなҼ果関
係についての結論を得ることはできなかった。本研
究ではࢮผݧܦのҙຯの෇༩による自己成長感の޲
上とストレスコーϐンάとの関࿈のՄ能性について
したが、その他の一ൠతな業຿ストレスのスト౼ݕ
レスコーϐンά޲上におよ΅すӨڹとの質తな૬ҧ
などについてもܧଓしてݕ౼するඞ要があるとߟえ
Βれる。

݁論
　本研究の໨తは、重要なਓとのࢮผମݧを௨して
生じた൵୰に対して歯科衛生士が行͏ҙຯの෇༩に
より、自己成長感がߴめΒれ、被援ॿ者に対する
αービスの質֬保にもد༩することが༧૝されるた
め、それΒのաఔとద੾な໰୊解ܾスΩルをもたΒ
すストレスコーϐンάスΩルとの関࿈性を研究し、
歯科衛生士の৬຿における໰୊解ܾ能力やߠ定తࢥ
。した結果、Ҏ下の結論を得た࡯ߟのඞ要性をߟ

̍�ɽ૕ࣦମݧにより生じた൵୰において、ࢮผをܦ
աしていܦ、աした時間ではなくܦしてかΒのݧ
く間に行った自෼なりのߠ定తなҙຯͮけが、൵
୰を回෮さͤているՄ能性がある。

２�ɽҙຯの෇༩はストレスコーϐンάスΩルに対し
てӨڹをおよ΅しており、ग़来ࣄに対するલ޲き
なҙຯͮけやपғへの感ँにより自己の成長が得
Βれ、ストレスコーϐンάスΩルの֫得にد༩す
るとい͏ϝΧχζϜがࣔされた。

３�ɽױ者のࢮ生؍を理解するためのద੾なコミュχ
έーションは、歯科衛生士自਎の自己成長感につ
ながるストレス対処の手段であることがӐえた。
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ʲँࣙʳ

　調査協力をごշ୚いただきました歯科衛生士会の
会長はじめ理ࣄ会໾員のํ々と、本調査にご回౴く
ださった会員の皆様には多大なるご協力をࣀり、৺
より感ँのҙをදします。

ʲ文ݙʳ

̍）厚生࿑ಇল　平成2�年衛生行੓報告ྫ（ब業ҩ
療関係者）の֓況ɽ厚生࿑ಇল )1ɽ

� IUUQ���XXX�NIMX�HP�KQ�UPVLFJ�TBJLJO�IX�
FJTFJ�1��（2�1�年2月1�೔Ӿཡ）

２）山中ࣿ౎ɽपज़ױظ者におけるज़後口腔保健行
動におよ΅すज़લ介入の効果ɽ೔衛ࢽɽ2�1���
�ï1ð��Q�11��

３）ۚᖒ紀子ɽ歯科衛生士のల๬と՝୊ʕҩ療 ŋ 介
護との࿈ܞを໨ࢦしてʕɽ೔ิ௲会ࢽɽ"OO�
2�1��ï�ð��Q�2���2�2��

４）Ӌ立޾子ɼޫમ༟二ɽエンυ ŋ Φϒ ŋ ϥイϑέ
アにおける歯科のかかわりɽデンλルハイδー
ンɽҩ歯ༀʀ2�13ɽ33ï�ðɿQ��2���23�

̑）౔ޭڮণɼ௰ؙलࡦɼ大੢良Βɽ看護৬者に生
じる൵୰൓応と対処行動ɽཹٱถ大学৺理学研
究ɽ2�����ï3ð�Q����112�

̒）Ԭ本૒美子ɼੴҪژ子ɽ看護師のࢮ生؍ई度࡞
成とई度にӨڹをおよ΅す要Ҽ෼ੳɽ೔本看護
研究学会ࢽࡶɽ2�����2�ï�ð��Q��3����

̓）大௩ඦ߹子ɽ૕ࣦମݧに対するҙຯの෇༩と自
己成長感に関する研究ʕମݧのྖҬによる生じ
ํのࠩҟに஫໨してʕɽ九州大学大学Ӄਓ間؀
����学෎ɽ2ڥ�ï�ð�Q�11��131�

�#&ɽ൵୰のϓロηスを理解するɽ߂޾口ࡔ（̔
/6&4*/(�2�11��11ï�ð��Q�������

̕）౉ᬒর美ɼԬ本༞子ɽࢮผݧܦによるਓ֨త発
ୡとέアମݧとの関࿈ɽ発ୡ৺理学研究ɽ2�����
1�ï3ð��Q�2���2���

1�）ロバート・̖χーマイアー編ɽ冨田୓࿠ ŋ ٠஑
ɿۚژ子؂༁ɽ૕ࣦと൵୰の৺理療法ɽ౦ر҆
߶ग़൛ʀ2���ɽ第̍൛ɽQ����

11）୐߳ࡊ子ɽストレスにىҼする自己成長感が生
じるϝΧχζϜのݕ౼ʕストレスに対するҙຯ
の ෇ ༩ に ண ໨ し て ʕɽ+PVSOBM�PG�+BQBOFTF�

$MJOJDBM�1TZDIPMPHZ��2�����23ï2ð��Q�1�1�1�2�
12）アルϑΥンス ŋ デーέンɽ൵୰のϓロηスを௨

じてのਓ֨త成長ɽ看護ల๬ɽ1��3���ï1�ð��Q�1��
21�

13）Ԟ໺༸子ɽᤈӋҮ子ɽ੨໺໌子Βɽ看護৬の自
己成長感、バーンアウトにӨڹを༩える要Ҽに
ついてɽ健康৺理学研究ɽ2�13��2�ï2ð��Q����1���

1�）1BSL�$SZTUBM�-
�$PIFO�-BXFODF�)
�BOE�.VSDI�
3FOFF
� -�� "TTFTTNFOU� BOE� 1SFEJDUJPO� PG�
4USFTT�3FMBUFE�(SPXUI��+PVSOBM�PG�1FSTPOBMJUZ��
1�����ï1ð��Q����

1�）�5FEFTDIJ�3�(
�$BMIPVO�-�(��5IF�1PTUUSBVNBUJD�
(SPXUI� *OWFOUPSZ��.FBTVSJOH� UIF�1PTJUJWF�
-FHBDZ� PG�5SBVNB�� +PVSOBM� PG� 5SBVNBUJD�
4USFTT��1������ï3ð��Q��������1�

1�）4BCSJOB
-�� 4USFTT� BOE� UIF� EFOUBM� IZHJFOF�
QSPGFTTJPO��3JTL�GBDUPST
�TZNQUPNT
�BOE�DPQJOH�
TUSBUFHJFT�� $BOBEJBO� %FOUBM� )ZHJFOJTUT�
"TTPDJBUJPO��2�1�����ï2ð��Q��3����

1�）福田߂美ɽλーミナルέアと歯科衛生士の໾ׂ
についてɽॱ正୹ظ大学研究紀要ɽ2�����3���
Q��1����

1�）໦ౡ߃一ɽストレス ŋ コーϐンά ŋ スΩルई度
の࡞成ɽ৺਎ҩɽ2�������ï�ð��Q��31�����

1�）Ԏ山ઍਘɼೌ࡚ޫ༸ɽ女性スポーツબ手のスト
レスコーϐンάํུがストレス関࿈成長に༩え
るӨڹɽذෞ੟徳学園大学紀要ɽ2�1�������
Q�11��12��

2�）ླࣛ༞子ɼຑ生ஐ子ɼຑլ多美代Βɽ歯科衛生
士学生のॳめてのྟচの場におけるストレスの
ࡶ大学歯科衛生士教育協ٞ会ࠃɽશ౼ݕ
��ɽ2�1ࢽ����Q�1��21�

ถ美ึΒɽ։業歯科ҩٱ々ઍথɼ竹本ढ़৳ɼࠤ（21
Ӄۈ຿の歯科衛生士がもつストレスと精神త健
康状ଶにӨڹするҼ子ɽ೔本歯科ҩ療؅理学会
�ɽ2�13ࢽࡶ���ï2ð��Q�1���1���

22）౦ଜಸॹ美ɼࡔ口߂޾ɼദ໦఩夫Βɽࢮผݧܦ
によるҨ଒のਓ間త成長ɼࢮのྟচɽ2��1��
2�ï1ð��Q�������

23）೔本歯科衛生士会ɿ歯科衛生士のۈ຿実ଶ調査
報告ॻɼ2�1���Q���

Βɽϗスϐスප౩࠼༩ɼԬ本ٱ༄ߴ੩೫ɼ࡚ؠ（�2
における歯科衛生士の໾ׂɽ೔本歯科衛生士会
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学ज़ࢽࡶɽ2�����3�ï1ð��Q�11��111�
2�）ླ໦Έのりɼ田代ګ子ɼҁ෦௚子Βɽ歯科衛生

士のస৬ ŋ ཭৬行動とストレスコーϐンάおよ
び精神త健康との関࿈ɽૣҴ田大学ྟচ৺理学
研究ɽ2�1���13ï1ð��Q�������

2�）஑内༟美ɽ૕ࣦ対৅とのܧଓత関係ɼ関੢大学
社会学෦紀要ɽ2�����3�ï2ð��Q��3����

2�）෢富༝美子ɼ田ᔹ康子ɼ౻田܅支ɽがんױ者Ҩ
଒の৺త֎ই後成長のಛ௃とストレスコーϐン
ά ŋ ιーシϟルαポートとの関࿈ɽ೔本看護研
究学会ࢽࡶɽ2�1���3�ï2ð��Q�2��33�

2�）౻Ҫ美和ɽスϐリνュアルέアの本質ɽ࿝年社
会科学ɽ2�1���31ï�ð��Q��22��2��

2�）Ճ౻ٱت美ɽපӃ৬員のࢮ生؍にӨڹをおよ΅
すྟױࢮ者との関わり要Ҽの෼ੳɽࢮのྟ
চɽ2�13��3�ï1ð��Q�1���1���

3�）ւ࿝ࠜ理ֆɽࢮ生؍に関する研究の֓؍とల
๬ɽ౦ژ大学大学Ӄ教育研究科紀要ɽ2���������
Q�1�3�2�2�

31）竹内੟一ɽʮ自෼Βしく生きるʯとはど͏い͏
ことなのかɽࢮ生学研究ɽ2�12��1���Q��3�2�1�

32）ਗ਼ਫ఩࿠ɽ೔本におけるྟচࢮ生学とྟচྙ理
学のަࠥɽ౦ژ大学大学Ӄਓ文社会ܥ研究科�
生学ࢮ生学応用ྙ理ηンλーɽࢮ ŋ 応用ྙ理研
究ɽ2�1��ï21ð��Q�11��1���
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In�uence on self-growth and stress coping mechanisms among dental 
hygienists who �nd meaning in a loss experience

Yuki Ogata1, *, Junya Tokunaga1

1 Department of Oral Health Sciences, Kyushu University of Nursing and Social Welfare

ʲAbstractʳ
Purpose: Dental hygienists help patients maintain oral hygiene and function. It is expected that dental hygienists will have 

greater opportunities to engage with people at the end-of-life stage. The purpose of this study is to investigate the relationship 

between self-growth—by giving meaning to recover from the grief caused by a loss experience—and stress coping 

mechanisms, to develop appropriate problem-solving skills. The study also considers the problem-solving skills and positive 

thinking required in the work of dental hygienists.

Methods: An anonymous self-administered questionnaire was sent to 545 members of the Dental Hygienist Association, and 

139 valid responses were obtained. The correlation coef�cient was calculated between each variable and factor, and reliability 

was measured using Cronbach'sЋcoefficient. Furthermore, in order to clarify the factors that affect self-growth and stress 

coping mechanisms, a multiple regression analysis was performed using a stepwise method with each variable as the 

explanatory variable.

Results: Among the items of self-growth, the “catch of the message of the event” regarding the addition of meaning had a 

significant effect. Furthermore, among the coping mechanisms for stress, an “appropriate response in interpersonal 

communication,” and a “re-recognition of human relationships” in terms of self-growth had a signi�cant effect.

Conclusion: Through proper communication with patients at the end of life, dental hygienists could acquire coping 

mechanisms to overcome stress and dif�cult situations by having a more personal relationship and developing a strong sense of 

gratitude. Proper communication for understanding a patient's view on life and death is also one way to cope with stress, 

leading to the dental hygienist's own sense of self-growth.

Keywords: Dental hygienist, meaning, self-growth, stress coping skills, view of life and death
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